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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種類のポリマー結合材、少なくとも１種類のワックスおよび少なくとも１
種類の充填材を含む、筆記用具、製図用具または描画用具用のポリマー結合材を有する芯
であって、
上記芯がさらに０．５～２．５重量％のパーム油を有し、そして、上記少なくとも１種類
の結合材が、ポリスチレン（ＰＳ）、スチレン／アクリロニトリル（ＳＡＮ）、スチレン
／ブタジエン（ＳＢ）、ポリオレフィン（ＰＯ）、およびアクリロニトリル／ブタジエン
／スチレン（ＡＢＳ）を含む群の少なくとも１種類のポリマーからなる、上記ポリマー結
合材を有する芯。
【請求項２】
　前記芯が、
１０～３０重量％　　　　　　　　結合材
２～２５重量％　　　　　　　　　ワックス
０．５～２．５重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　　　充填材
を有する、請求項１に記載のポリマー結合材を有する芯。
【請求項３】
　前記芯が、
１５～２５重量％　　　　　　　　結合材



(2) JP 5410519 B2 2014.2.5

10

20

30

40

50

４～２０重量％　　　　　　　　　ワックス
０．５～２．５重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　　　充填材
を有する、請求項１または請求項２に記載のポリマー結合材を有する芯。
【請求項４】
　前記少なくとも１種類のワックスが、脂肪酸、ステアレート、モンタンワックス、アミ
ドワックス、パラフィンを含む群の少なくとも１種類のワックスからなる、請求項１～３
のいずれか一項に記載のポリマー結合材を有する芯。
【請求項５】
　前記少なくとも１種類のワックスが、ステアリン酸カルシウムからなるかまたはステア
リン酸カルシウムを含む、請求項４に記載のポリマー結合材を有する芯。
【請求項６】
　前記少なくとも１種類の充填材が、黒鉛、カーボンブラック、六方晶系窒化ホウ素、層
状ケイ酸塩、チョーク、バライト、有色顔料、および／または無色顔料を含む群の少なく
とも１種類の充填材を有する、請求項１～５のいずれか一項に記載のポリマー結合材を有
する芯。
【請求項７】
　前記芯が黒鉛筆芯であり、
１５～２５重量％　　　　　　結合材
４～１２重量％　　　　　　　ワックス
０．５～２重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　黒鉛または黒鉛とカーボンブラック
を有する、請求項１～６のいずれか一項に記載のポリマー結合材を有する芯。
【請求項８】
　前記芯が黒鉛筆芯であり、
１５～２５重量％　　　　　　ポリスチレン
４～１２重量％　　　　　　　ステアリン酸カルシウム
０．５～２重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　黒鉛または黒鉛とカーボンブラック
を有する、請求項７に記載のポリマー結合材を有する芯。
【請求項９】
　前記芯が色鉛筆芯であり、
１５～２５重量％　　　　　　結合材
４～１２重量％　　　　　　　ワックス
０．５～２重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　層状ケイ酸塩および／または六方晶系窒化ホウ素、および
　　　　　　　　　　　　　　　少なくとも１種類の有色顔料および／または無色顔料を
有する、請求項１～６のいずれか一項に記載のポリマー結合材を有する芯。
【請求項１０】
　前記芯が色鉛筆芯であり、
１５～２５重量％　　　　　　ポリスチレン
４～１２重量％　　　　　　　モンタンワックス
０．５～２重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　タルク粉および／または六方晶系窒化ホウ素、および少
　　　　　　　　　　　　　　なくとも１種類の有色顔料および／または無色顔料
を有する、請求項９に記載のポリマー結合材を有する芯。
【請求項１１】
　前記芯が押出成形によって製造される、請求項１～１０のいずれか一項に記載のポリマ
ー結合材を有する芯の製造方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筆記用具、製図用具および／または描画用具用のポリマー結合材を有する芯
（ｐｏｌｙｍｅｒｇｅｂｕｎｄｅｎｅｎ　Ｍｉｎｅｎ）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　筆記、製図および／または描画用のこのような芯は基本的に知られている。筆記、製図
および／または描画用の黒鉛ベースのポリマー結合材を有する芯とは、一方では、木材ま
たは他の切削可能な材料に嵌め込んで固定される芯、および、他方では、曲げ剛性のある
被覆材内に摺動可能に固定される芯と理解される。この例としては、木軸黒鉛筆、および
シャープペンシル類、例えば、いわゆるノック式シャープペンシルまたは芯ホルダー（Ｆ
ａｌｌｓｔｉｆｅ）用の芯がある。この場合、芯の外径は、通常、約０．３ｍｍ～６ｍｍ
の範囲である。
【０００３】
　従って、例えば、特許文献１に、ポリマー結合材を有する黒鉛芯が開示されている。こ
のような非焼成芯は、ポリマー結合材、滑剤および充填材を含む。
【０００４】
　このような芯を製造する場合、５０重量％超の高い充填材含有量では確かに筆記特性お
よび描画特性は非常に良好であるが、押出成形中の芯材料の粘度が非常に高く、それによ
って必要な器具内および押出機内の押出圧力が非常に高い値を取ることが不利である。ヘ
ッド圧力は約３５０バールである。これは、押出機の寸法を大きくすること、および費用
のかかる設備が必要であるという点で、不利に作用する。また、高い押出圧力によって機
械や器具の寿命も非常に短くなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】独国特許第３８２７９６８Ｃ１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、本発明の課題は、前述の欠点がなく、低い押出圧力で製造できる筆記、製図お
よび／または描画用の芯を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題は、少なくとも１種類のポリマー結合材、少なくとも１種類のワックスおよび
少なくとも１種類の充填材を含む筆記用具、製図用具または描画用具用の、特に、黒鉛筆
または色鉛筆用のポリマー結合材を有する芯に関して、芯がさらに０．１～５重量％のパ
ーム油を有することによって解決される。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　意外なことに、パーム油を芯成分として的確に使用することにより配合物に内部滑剤が
提供され、これによって押出機内の押出圧力が著しく低下することが分かった。芯組成物
にパーム油を添加すると、押出成形時に、特に、口金または押出ヘッドでの加圧または押
出圧力が著しく低下する。このとき、パーム油の添加量が増加するにつれ圧力が低下し、
従来の押出成形可能な芯組成物と比較して少なくとも約３０％、特に少なくとも約５０％
の圧力低下が達成される。
【０００９】
　確かに他の天然油または合成油でも同様に押出機内の圧力は低下するが、これらは押出
成形された芯の強度を過度に損なうことが分かった。意外なことに、パーム油を使用する
場合、押出機内の圧力は低いが、それにもかかわらず、必要な程度、芯の強度があるため
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、他の天然油または合成油の場合と異なる。
【００１０】
　パーム油の典型的な脂肪酸の割合は、次のような組成を有する。
Ｃ１２：ラウリン酸　　　　　　　　０～１％
Ｃ１４：ミリスチン酸　　　　　　　０～３％
Ｃ１６：パルミチン酸　　　　　　　３６～４７％
Ｃ１８：ステアリン酸　　　　　　　２～８％
Ｃ１８：オレイン酸　　　　　　　　３６～４２％
Ｃ１８：リノール酸　　　　　　　　７～１２％
Ｃ１８：リノレン酸　　　　　　　　０～１％
その他：　　　　　　　　　　　　　１％以下
【００１１】
　さらに、パーム油によって、芯の描線の着色濃度（Ｆａｒｂｅｉｎｄｒｕｃｋ）が濃く
なり、筆記時の書き味が改善される。黒鉛筆芯では高い黒色度を有する濃い描線が得られ
、他方、色鉛筆芯では描線の色調が濃く鮮明になる。
【００１２】
　芯組成物のパーム油の割合は、０．１～５重量％の範囲、特に０．５～２．５重量％の
範囲である。パーム油の含有量が前述の５重量％の上限を超える場合、芯の強度は、パー
ム油を使用する場合でも過度に低下する。芯は、使用時に、砕けるかまたは折れる傾向が
ある。
【００１３】
　使用するワックスは、２０℃で混練可能であり、硬さが固い～脆く、粗い構造～微結晶
性の構造を有し、色が半透明～不透明であるが、ガラス状ではなく、４０℃超で分解する
ことなく融解する。それは融点より僅かに高温で易流動性であり、稠度と溶解性が温度に
大きく依存する。
【００１４】
　本発明のポリマー結合材を有する芯は、押出成形後に、さらに熱処理または含浸を行う
ことなく直ぐに使用できる非焼成芯である。
【００１５】
　黒鉛筆芯および色鉛筆芯の他に、例えば、いわゆる大工用鉛筆用の芯などの特殊な芯も
挙げられる。
【００１６】
　有利な実施形態はサブクレームから得られる。
【００１７】
　ポリマー結合材を有する芯が、
１０～３０重量％　　　　　　　　ポリマー結合材
２～２５重量％　　　　　　　　　ワックス
０．１～５重量％　　　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　　　充填材
を有することが有利であると分かった。
【００１８】
　ポリマー結合材を有する芯が、
１５～２５重量％　　　　　　　　結合材
４～２０重量％　　　　　　　　　ワックス
０．５～２．５重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　　　充填材
を有することが特に好ましい。
【００１９】
　少なくとも１種類の結合材が、ポリスチレン（ＰＳ）、スチレン－アクリロニトリル（
ＳＡＮ）、スチレンブタジエン（ＳＢ）、ポリオレフィン（ＰＯ）、およびアクリロニト
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ことが好適であると実証された。
【００２０】
　また、２種類以上の結合材からなる混合物も使用可能である。
【００２１】
　さらに、少なくとも１種類のワックスが、ステアレート、モンタンワックス、アミドワ
ックス、パラフィンを含む群の少なくとも１つであることが好適であると実証された。
【００２２】
　また、２種類以上のワックスの混合物も使用可能である。
【００２３】
　その場合、少なくとも１種類のワックスが、ステアリン酸カルシウムからなるかまたは
ステアリン酸カルシウムを含むことが特に好ましい。
【００２４】
　少なくとも１種類の充填材が、黒鉛、カーボンブラック、六方晶系窒化ホウ素、層状ケ
イ酸塩、チョーク、バライト、有色顔料、無色顔料を含む群の少なくとも１種類の充填材
からなることが有利である。
【００２５】
　その場合、黒鉛筆芯では、特に、黒鉛または黒鉛とカーボンブラックの組み合わせが着
色充填材として好ましい。色鉛筆芯では、白色または無色の充填材（六方晶系窒化ホウ素
、層状ケイ酸塩など）と着色顔料（アゾ顔料、フタロシアニン、ジオキサジン、キナクリ
ドン、酸化鉄、カーボンブラック、黒鉛、ウルトラマリン、鉄－シアノ錯体など）の組み
合わせが好適であると実証された。
【００２６】
　好ましい黒鉛筆芯用組成物は、
１５～２５重量％　　　　　　結合材
４～１２重量％　　　　　　　ワックス
０．５～２重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　黒鉛または黒鉛とカーボンブラック
を含む。
【００２７】
　特に、黒鉛筆芯は、
１５～２５重量％　　　　　　ポリスチレン（ＰＳ）
４～１２重量％　　　　　　　ステアリン酸カルシウム
０．５～２重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　黒鉛または黒鉛とカーボンブラック
を有する。
【００２８】
　例として挙げられる黒鉛筆芯用配合物１は、
ポリスチレン（ＰＳ）　　　　　　２１重量％
ステアリン酸カルシウム　　　　　６重量％
パーム油　　　　　　　　　　　　１．０重量％
黒鉛　　　　　　　　　　　　　　残部
を含む。
【００２９】
　下記の表に、従来技術の押出成形した黒鉛筆芯と比較した、配合物１による本発明の黒
鉛筆芯を製造する場合の押出ヘッドの押出圧力の低下を示す。
【００３０】
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【表１】

【００３１】
　ここで、本発明の組成物により製造される芯は、製造に必要な押出圧力が著しく低いこ
とが明確に分かる。機械と器具の耐用期間が長くなり、機械設計が簡単になる。
【００３２】
　例示的な黒鉛筆芯用配合物２は、
スチレン－アクリロニトリル（ＳＡＮ）　　　　　１５重量％
ステアリン酸アルミニウム　　　　　　　　　　　１０重量％
パーム油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２重量％
黒鉛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
を含む。
【００３３】
　好ましい色鉛筆芯用組成物は、
１５～２５重量％　　　　　　結合材
４～１２重量％　　　　　　　ワックス
０．５～２重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　層状ケイ酸塩および／または六方晶系窒化ホウ素、
　　　　　　　　　　　　　　および少なくとも１種類の有色顔料および／または
　　　　　　　　　　　　　　無色顔料
を含む。
【００３４】
　特に、色鉛筆芯は、
１５～２５重量％　　　　　　ポリスチレン（ＰＳ）
４～１２重量％　　　　　　　モンタンワックス
０．５～２重量％　　　　　　パーム油、および
残部　　　　　　　　　　　　タルク粉および／または六方晶系窒化ホウ素、および少
　　　　　　　　　　　　　　なくとも１種類の有色顔料および／または無色顔料
を有する。
【００３５】
　本発明のポリマー結合材を有する芯の製造方法として、押出成形が好適であることが実
証された。
【００３６】
　本発明の芯は、特に、下記の工程の実施により製造される：
－芯の全配合成分を混合し、芯顆粒に造粒する工程、
－芯顆粒を押出機で１３０～２００℃の範囲の温度で適した口金を通して連続した線状の
芯（ｅｎｄｌｏｓｅｎ　Ｍｉｎｅｎｓｔｒａｅｎｇｅｎ）に押出成形する工程、
－連続した線状の芯を冷却し、凝固させる工程、および
－連続した線状の芯を最終的な長さに、特に必要な鉛筆長さに切断する工程。
【００３７】
　押出ヘッドに応じて、芯の断面は任意の形状－丸い形状、角のある形状またはその組み
合わせを取り得る。さらに、複合共押出成形（Ｍｅｈｒｆａｃｈ－Ｃｏｅｘｔｒｕｓｉｏ
ｎ）により、様々な芯配合物を押出ヘッドで結合させ、複合芯にしてもよい。
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